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問　
産
業
政
策
に
は
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
が
重
要
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

問　
明
石
市
立
文
化
博
物
館

（
ぶ
ん
ぱ
く
）
の
在
り
方

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
開
館
か
ら
34
年
が
経
過

し
た
文
化
博
物
館
は
施
設

の
老
朽
化
等
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
生
じ
て
お
り
、
令

和
６
年
８
月
に
果
た
す
べ

き
役
割
や
取
り
組
み
に
関

す
る
検
討
会
を
設
置
し
た
。

そ
の
提
言
に
基
づ
き
、
現

在
検
討
中
の
次
期
博
物
館

運
営
体
制
と
合
わ
せ
て
ビ

ジ
ョ
ン
等
を
示
す
予
定
だ
。

問　
明
石
市
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
で
は
明
確

に
し
て
い
な
い
自
治
会
の

加
入
促
進
に
向
け
た
新
た

な
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

答　
自
治
会
は
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な

存
在
だ
が
、
社
会
環
境
の

変
化
に
伴
い
、
役
員
の
担

い
手
不
足
や
加
入
率
低
下

等
の
課
題
が
生
じ
て
お
り
、

問　
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題

は
、
脱
水
症
や
エ
コ
ノ
ミ

	

ー
症
候
群
な
ど
を
引
き
起

こ
し
、
災
害
関
連
死
の
大

き
な
要
因
と
な
る
。
災
害

用
ト
イ
レ
の
備
蓄
状
況
と

災
害
用
ト
イ
レ
カ
ー
の
導

入
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
、
簡
易
ト
イ
レ

や
障
害
者
用
仮
設
ト
イ
レ

等
を
備
蓄
倉
庫
や
指
定
避

難
所
で
あ
る
小
・
中
学
校

に
保
管
し
て
い
る
。
大
型

ト
イ
レ
カ
ー
は
、
価
格
が

約
１
５
０
０
万
円
で
あ
り
、

国
の
補
助
金
の
活
用
も
踏

ま
え
検
討
し
た
が
、
維
持

問　
多
様
化
し
て
い
る
災
害

に
備
え
、
消
防
団
の
車
両

等
の
更
新
や
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
市
と
消
防
団
の

合
同
訓
練
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
聞
く
。

答　
消
防
団
車
両
は
道
路
が

狭
い
等
、
車
両
の
進
入
が

困
難
な
実
情
に
合
わ
せ
、

従
来
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
プ

か
ら
小
型
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
タ
イ
プ
に
変
更
し
て
い

る
。
小
型
で
運
転
し
や
す

く
、
火
災
時
だ
け
で
な
く

水
防
活
動
時
の
土
の
う
や

資
機
材
等
の
搬
送
が
可
能

で
あ
る
。
今
後
も
更
新
・

配
備
は
地
元
の
要
望
を
聞

き
、
消
防
団
と
情
報
共
有

等
を
行
い
整
備
し
て
い
く
。

	

　
今
年
度
市
は
、
上
空
か

ら
の
状
況
把
握
が
有
効
な

ド
ロ
ー
ン
配
備
と
操
縦
者

の
養
成
を
進
め
、
災
害
対

応
に
活
用
す
る
予
定
だ
。

ド
ロ
ー
ン
か
ら
の
映
像
を

共
有
活
用
で
き
る
訓
練
に

消
防
団
員
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
有
事
の
際
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
は
小
学
校
区
単
位
で

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。
来
年
度
に
は

28
校
区
全
て
に
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
組
織
等
が

設
置
予
定
で
あ
り
、
各
校

区
で
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
自
治
会
活
動
の

負
担
軽
減
に
向
け
た
支
援

を
行
い
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
在
り
方
を
検
討
す
る

中
で
、
自
治
会
の
今
後
の

方
向
性
を
整
理
し
な
が
ら
、

他
市
の
加
入
促
進
に
関
す

る
条
例
も
調
査
研
究
し
て

い
く
。

今
後
は
老
朽
化
対
策
に
加

え
、
増
え
続
け
る
資
料
の

保
管
場
所
の
確
保
、
来
館

者
の
動
線
の
見
直
し
や
ロ

ビ
ー
の
有
効
活
用
等
の
検

討
を
行
う
ほ
か
、
体
験
で

き
る
展
示
な
ど
常
設
展
示

室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進

め
る
。
ま
た
、
図
書
館
や

天
文
科
学
館
な
ど
他
施
設

を
巻
き
込
む
、
ま
ち
ご
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
よ
う
な

連
携
も
検
討
し
て
い
く
。

問　
石
ケ
谷
エ
リ
ア
の
災
害

応
急
復
旧
拠
点
化
構
想
に

つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答　
本
市
は
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
時
に
石
ケ
谷
公
園
や

明
石
中
央
体
育
会
館
等
で

自
衛
隊
な
ど
応
援
部
隊
を

受
け
入
れ
、
緊
急
物
資
を

問　
持
続
可
能
な
農
業
支
援

策
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
10
ア
ー
ル
以
下

の
小
さ
い
水
田
が
多
く
、

30
ア
ー
ル
以
下
の
小
規
模

農
家
が
大
半
を
占
め
て
い

る
。
水
田
整
備
や
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
未
整
備
地
域
は
、

生
産
性
が
低
く
、
水
入
れ

や
草
刈
り
等
が
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

	

集
積
で
き
る
よ
う
計
画
し

て
お
り
、
周
辺
の
災
害
応

急
復
旧
拠
点
を
整
備
す
る

こ
と
で
よ
り
効
果
的
な
活

動
が
可
能
と
な
る
。
特
に

明
石
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、

自
衛
隊
等
の
救
援
活
動
の

集
結
場
所
と
な
る
ほ
か
、

	

　
市
と
し
て
も
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
や
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
等
を
計
画

的
・
効
率
的
に
進
め
る
こ

と
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
る
。
今
年
５
月
に
魚
住

地
区
で
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
へ
の

農
薬
散
布
試
験
を
実
施
し

た
ほ
か
、
新
た
に
ス
マ
ー

	

ト
農
機
導
入
を
支
援
す
る
、	

あ
か
し
農
業
未
来
プ
ロ
ジ

	

ェ
ク
ト
事
業
を
開
始
し
て

い
る
。
今
後
も
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
支
援
や
基
盤

整
備
等
、
一
体
的
な
支
援

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

費
が
年
間
約
40
万
円
か
か

る
こ
と
や
運
用
す
る
職
員

に
準
中
型
免
許
が
必
要
な

こ
と
等
、
市
が
単
独
で
保

有
す
る
こ
と
は
負
担
が
大

き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
ト
イ
レ
カ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
県

等
が
ま
と
め
て
数
台
を
整

備
し
、
災
害
時
に
は
被
災

地
に
対
し
て
支
援
す
る
方

法
等
の
検
討
に
つ
い
て
県

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

一
時
的
な
物
資
の
集
積
場

所
と
し
て
活
用
で
き
、
被

災
し
た
市
民
の
一
刻
も
早

い
救
出
や
必
要
な
物
資
の

提
供
に
効
果
的
な
施
設
で

あ
る
。
今
後
は
改
定
中
の

あ
か
し
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
災
害
応
急
復
旧

拠
点
整
備
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
内

で
最
大
の
効
果
が
出
せ
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

答　
本
市
は
明
石
商
工
会
議

所
等
と
連
携
し
、
創
業
者

に
対
し
準
備
期
か
ら
安
定

期
ま
で
成
長
段
階
に
応
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

	

令
和
６
年
度
か
ら
は
新
商

品
や
販
路
開
拓
等
に
取
り

組
む
事
業
者
に
対
し
経
費

の
補
助
を
行
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事

業
者
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
８
年
度
か
ら
は

民
間
企
業
や
市
民
団
体
な

ど
複
数
の
主
体
に
よ
る
取

り
組
み
を
を
応
援
す
る
た

め
、
あ
か
し
共
創
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
市
民
提
案
助

成
金
を
創
設
し
た
。
58
件

と
多
く
の
申
請
が
あ
り
、

空
き
家
の
適
正
管
理
等
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
地
域
課
題
の

解
決
を
目
指
す
取
り
組
み

も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
今

後
は
支
援
対
象
者
へ
の
フ 

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

スタートアップ支援
複数主体の取り組みへ

助成制度を創設

 

明
石
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺

　
災
害
応
急
復
旧
拠
点
化
構
想
は　

持
続
可
能
な
農
業
支
援
策
の
実
現
へ

農
地
集
約
や
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
を
推
進

議
会
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
決
定

議
会
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
決
定

令和８年６月議会令和８年６月議会

兵庫県立明石高等学校２年

井
いの
上
うえ
　深

み
美
み
さん

令和８年９月議会令和８年９月議会

兵庫県立明石城西高等学校３年

尾
お
花
ばな
　歩
あゆむ
さん

令和８年12月議会令和８年12月議会

明石市立清水小学校３年

宮
みやもと
本　心

みゆう
優さん

令和９年３月議会令和９年３月議会

兵庫県立明石高等学校２年

岡
おか
田
だ
　詩

し あ こ
亜子さん

開
館
か
ら
34
年

市
立
文
化
博
物
館

今
後
の
在
り
方
は

自
治
会
の
加
入
促
進

　
新
た
な
条
例
を

　
　
制
定
し
な
い
か

災
害
時
に
備
え

 

ト
イ
レ
カ
ー
導
入

市
の
見
解
は

消
防
団
の
活
動

　
災
害
の
多
様
化
に

　
　
役
立
つ
整
備
を

　
「
明
る
い
未
来
へ
の
と
び
ら
を
開
く
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
」

「
明
石
市
議
会
に
つ
い
て
新
し
い
気
づ
き
を
与
え
る
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
」「
よ
り
多
く
の
方
が
市
議
会
の
傍
聴
に
来
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
年
４
回
の
議

会
開
催
を
お
知
ら
せ
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
市
内
に

在
住
ま
た
は
在
学・在
勤
し
て
い
る
人
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　
39
人
の
応
募
が
あ
り
、
全
議
員
で
選
考
し
、
優
秀
賞
４
点

を
決
定
し
ま
し
た
。
公
共
施
設
や
自
治
会
掲
示
板
、
Ｊ
Ｒ
や

山
陽
電
車
の
駅
等
に
掲
示
し
ま
す
。

まちごとミュージアムの実現は

静岡県小山町の大型トイレカー




